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◆協会概要◆
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・名 称 ：一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会（略称：WRMA）

・所在地 ：東京都港区虎ノ門4-3-1 城山トラストタワー27階

・電 話 ：03-5403-3488

・設 立 ：2001年8月17日（旧特定非営利活動法人）/2008年12月25日（特定非営利活動法人再登記）/2013年2月20日（一般社団法人登記）

・理事長 ：今西 淳樹

・事業内容：①ウォーターリスクマネジメントに関する事業

②救助、救護活動における安全確保に関する調査、研究事業

③教育・啓発事業

④ライフセービングを通じての交流事業

⑤自然環境保護活動事業

⑥国際交流事業

・会員数 ：（2020年度12月末現在有資格会員数）1,277名

＜内80％が公務救難機関従事者＞
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◆協会概要◆
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・関係機関／団体：内容

＊日本財団 ：助成事業団体

＊第三管区海上保安部

東京海上保安部 ：任命海上安全指導員

＊海上保安庁 ：「ウォーターセーフティーガイド」意見交換会参画団体

＊海上保安庁 ：「新たな海上安全指導員制度構築に関する委員会（作業部会）」

＊千葉県警察本部 千葉県水上警察 ：「水上の安全に関する覚書」MGマリーン（株）と連名にて締結

＊（公財）関東小型船安全協会 ：会員

＊東京湾再生官民連携フォーラム ：指標プロジェクトチームメンバー

＊山口県消防学校 ：水難救助課程（水上オートバイレスキュー法）指導団体

＊山口県消防学校 ：水難救助課程教本（水上オートバイレスキュー法）監修

＊一般社団法人日本プロサーフィン連盟：公認大会ライフガード（ウォーターパトロール）

＊一般社団法人日本サーフィン連盟 ：公認大会ライフガード（ウォーターパトロール）

＊一般社団法人日本サーフィン連盟 ：大会安全対策委員会 副委員長

＊一般社団法人日本サーフィン連盟 ：公認サーフィン指導員講習会 海上安全一次救命法指導団体
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◆協会概要◆
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・関係機関／団体

＊品川区目黒川航行マナー向上委員会 ：委員

＊東京湾河川水路水上オートバイ安全航行推進プロジェクト（TPSP)

：幹事団体／安全航行講習会指導団体

＊千葉県市川市江戸川水フェスタ ：幹事団体

＊隅田川安全航行推進協議会 ：理事

＊江戸川水上スポーツ協会 ：会員

＊シーバードジャパンプロジェクト ：幹事団体（パトロール・レスキュー技術指導）

＊特定非営利活動法人パーソナルウォータークラフト安全協会

：事業協力団体

＊ALOHA SURF LIFESAVING（ハワイ州ライフガード各種講習機関）

：パートナーシップ協定締結

＊HAWAIIAN WATER PATROL(ハワイ州ウォーターパトロール団体）

：パートナーシップ協定締結
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◆協会概要◆
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・関係機関／団体

＊千葉県警察 警備部 オリンピック・パラリンピック対策課

：警備救難訓練指導受託（機動隊・水上オートバイ隊）

＊海上保安庁 ：参加団体（「新たな海上安全指導員制度構築に関する委員会作業部会」）

＊大分県大分市 ：災害対策協力協定締結

＊第八管区海上保安部 ：水上オートバイによる災害時の協力活動に関する協定を2020年2月27日に締結
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◆ 2020年度とこれまでの事業実績紹介◆

６

◆2020年度水上オートバイレスキュー法資格講習会 47日間

・受講者数：302名 （有効資格会員数：1,277名）

内訳：公務救難機関従事者 238名／民間団体所属者（ライフセーバー・シーバード隊員等）42名

・2001年～2020年までに受講された公務救難機関従事者の所属先機関数（消防機関等）／165機関

◆2020年度海上（水上）催事にての海上（水上）警備安全管理（ウォーターパトロール）実績 50日間

・各種海上（水上）スポーツ競技会及び海上（水上）催事での警備安全管理（ウォーターパトロール）

8大会（16日間）

・長距離操船訓練 21日間実施

・公務救難機関依頼訓練 13日間実施（東京港・湾・河川における長距離操船訓練、千葉県釣ヶ崎海岸における海上訓練）
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◆ 2020年度とこれまでの事業実績紹介◆
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◆2019年度・2020年度事業数と参加者数比較

PWC-R講習会 長距離操船訓練 実技訓練 合計

2019年度

日数 31 12 110 153

参加人数 319 36 639 994

2020年度

日数 ↑47 ↑21 ↓16 ↓84

参加人数 ↑392 ↑72 ↓109 ↓573

※全有効資格者会員数は2019年度より65名増え 1,277名
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◆ 2020年度とこれまでの事業実績紹介◆
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◆2020年度水上オートバイレスキュー法資格講習会 参加機関

参加シーバード名（発足予定も含） 人数

1 御前崎 6

2 掛川 6

3 相良 2

4 佐渡 16

5 鎌倉 3

6 千代田 6

7 西浜 3

８ 水の郷さわら ３

合計 45

16 市川市消防局 6

17 警視庁第六機動隊 15

18 千葉市消防局中央消防署 3

19 東京都西新井消防団 2

20 川崎市消防局 1

21 海上保安庁 1

22 熊谷市消防本部 7

23 児玉郡市広域消防本部 中央消防署 3

24 深谷市消防本部 4

25 平塚市消防署 1

26 倉敷市消防局 2

合計 264

参加公務救難機関名 人数

1 太田市消防本部 大泉消防署 21

2 千葉県警察本部地域部水上警察隊 7

3 戸田市消防本部 30

4 埼玉県南西部消防本部 34

5 館林地区消防組合 1

6 湖西市消防本部 12

7 稲敷広域消防本部 22

8 磐田市消防署 1

9 静岡市消防局吉田消防署 1

10 御前崎市消防本部 10

11 第三管区海上保安本部 2

12 佐渡市消防本部 5

13 山武郡市広域行政組合消防本部 61

14 匝瑳市横芝光町消防組合消防本部 8

15 小田原市消防本部 4

その他講習会参加者 83名
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◆水上オートバイレスキュー法資格講習会 2001年から2020年までの参加公務救難機関一覧

37 下関市消防局

38 愛媛八幡消防

39 宮崎県東児湯消防組合

40 浜田市消防本部

41 霧島消防局

42 姶良市消防本部

43 出雲市消防本部

44 江津邑智消防組合 川本消防署

45 山口市消防本部 消防総務課兼政策管理室

46 松浦市消防本部

47 宇和島地区広域事務組合 消防本部

48 米海軍日本地域統合消防隊

49 中間市消防本部

50 柏消防局

51 最上広域消防本部

52 宇部・山陽小野田消防局

53 ひたちなか東海広域事務組合田彦消防署

54 萩市消防署

55 気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部

受講者公務救難機関一覧

1 札幌市消防局 総務課

2 山口県消防学校

3 海上自衛隊岩国航空基地第31整備補給隊航空機整備隊

4 藤沢市消防本部鵠沼水難救助隊

5 防府市消防本部

6 苫小牧消防本部消防署

7 海上保安庁第3管区 銚子海上保安部

8 益田広域消防消防本部

9 光地区消防組合消防本部

10 ひたちなか東海広域事務組合消防本部神敷台消防署

11 平塚消防

12 江津邑智消防組合

13 西村山広域行政事務組合消防署 河北分署

14 最上広域市町村圏事務組合消防本部

15 東根市消防本部

16 那珂市消防本部

17 御前崎市消防本部

18 小田原消防

19 柳井地区広域消防本部

20 最上広域市町村圏事務組合消防本部 東支署

21 東京消防庁

22 海上保安庁 徳山海上保安部

23 鶴岡市消防本部

24 西村山広域行政事務組合消防署 大江分署

25 宮崎市消防局北消防署 東分署

26 児玉郡市広域消防

27 深谷市消防本部

28 茅ヶ崎市消防署

29 埼玉県南西部消防本部 和光消防署

30 市川市消防局

31 鶴岡市消防本部 渥美分署

32 置賜広域米沢消防署

33 鹿島地方事務組合消防本部波崎消防署

34 岡山市消防局

35 常滑市消防本部

36 木更津海上保安署
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◆水上オートバイレスキュー法資格講習会 2001年から2020年までの参加公務救難機関一覧

95 ひたちなか・東海広域事務組合消防本部笹野消防署

96 島根県防災航空隊

97 摂津市消防署 鳥飼出張所

99 五泉市消防本部

100 北秋田市消防本部

101 東京消防庁臨港

102 平塚市消防署海岸出張所

103 横浜市消防局

104 神奈川県水上警察

105 藤沢市消防本部

106 防衛大学校

107 日本赤十字社

108 置賜広域行政事務組合消防本部 南陽消防署

109 鶴岡市消防本部 朝日分署

110 鶴岡市消防本部 西分署

111 鶴岡市消防本部 中央分署第2係

112 西村山広域行政事務組合消防本部 消防署

113 陸上自衛隊 神町駐屯地

114 稲敷広域消防本部いなほ消防署

75 酒田地区広域行政組合消防署

76 広島市消防局 南消防署

77 西尾市消防本部

79 東京消防庁第6消防方面本部救助機動部隊

80 村山市消防本部

81 安来消防本部安来市消防署

82 笠岡地区消防組合消防本部

83 大分県豊後高田市消防本部

84 今治市消防本部

85 広島市消防局安佐北消防署

86 箕面市消防本部

87 陸上自衛隊第8普通科連隊第3中隊

88 糸島市消防本部

89 海上保安庁（船長）

90 太田市消防本部

91 大洗町消防本部

92 かすみがうら市消防本部東消防署

93 広島市消防局安芸消防署警防課

94 海上自衛隊小月航空基地

56 山口市消防本部

57 柏市消防局 警防課

58 海上保安庁 徳山海上保安部

59 児玉郡市広域消防本部 中央消防署

60 牧之原市相良消防本部

61 葉山町消防本部

62 遠賀消防本部

63 鹿島地方事務組合消防本部

64 大分市消防局

65 柳井広域消防組合 柳井消防署

66 長門市消防本部

67 熊谷市消防本部 消防総務課

68 岩国地区消防組合消防本部

69 西置賜行政組合消防本部

70 周南市消防本部

71 福山地区消防組合消防本部

72 上山市消防本部

73 福岡市消防局

74 下松消防本部
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◆水上オートバイレスキュー法資格講習会 2001年から2020年までの参加公務救難機関一覧

153 磐田市消防本部

154 横浜海上保安部

155 田原市消防本部

156 戸田市消防本部

157 大洲地区広域消防事務組合

158 群馬県警察

159 館林地区消防組合消防本部

160 久留米広域消防本部

161 静岡市消防局吉田消防署

162 佐渡市消防本部

163 匝瑳市横芝光町消防組合消防本部

164 倉敷市消防局

165 千葉市消防局中央消防署

134 益田広域消防署柿木分遣所

135 新見市消防署

136 鹿島地区事務組合消防鹿嶋消防署

137 鳥取県西部広域行政管理組合

138 新潟県十日町地域消防本部

139 富山市消防局

140 村上市消防本部

141 警視庁第六機動隊

142 秋田県男鹿地区消防本部

143 新居浜市消防高津分団

144 松山市消防団雄郡分団

145 第六管区宇和島海上保安部

146 神奈川県横浜水上警察署 交通地域課地域係

147 奥州金ケ崎行政事務組合消防本部

148 川崎市消防局

149 北後志消防組合 古平支署

150 見附市消防本部

151 新潟県糸魚川市消防本部

152 静岡県湖西市消防本部 消防署南分署

115 大磯町消防本部

116 掛川市消防本部

117 志太消防本部

118 志太消防本部焼津消防署

119 かすみがうら市消防本部

120 湘南海上保安署

121 芸西村消防団

122 海上保安庁交通部安全対策課

123 萩市消防本部

124 下松市消防本部

125 山武郡市広域行政組合消防本部

126 東京消防庁板橋消防署

127 さいたま市消防局桜消防署西浦和出張所

128 第六消防方面本部

129 千葉県警察本部地域部水上警察隊

130 大島地区消防組合住用消防分駐所

131 垂水市消防本部

132 阿久根地区消防組合阿久根消防署

133 埼玉県南西部消防本部朝霞消防署

2020年度5機関追加



◆2020年度水上オートバイレスキュー法資格講習会

千葉県市川市MGマリーン 36回実施

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association
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◆2020年度水上オートバイレスキュー法資格講習会

出張講習会
初開催 新潟県佐渡島(左)

茨城県霞ヶ浦(中央・右)

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association
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◆2020年度水上オートバイレスキュー法資格講習会 座学(今年度よりzoom開催)

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association

１４

2020年6月16日から3月31日までの参加者数 合計351名

実施数
参加者

合計参加者
新規 既存会員

6月 11 74 17 91

7月 13 68 19 87

8月 17 51 10 61

9月 13 61 16 77

10月 7 18 0 18

11月 2 2 1 3

2月 4 6 4 10

3月 1 3 1 4
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◆海上（水上）催事にての海上（水上）警備安全管理（ウォーターパトロール）の今までの実績

・（一社）日本プロサーフィン連盟 <JPSA> 主催大会 全試合

2009年より106大会（330日間）

・（一社）日本サーフィン連盟 <NSA> 主催大会 全試合

2012年より32大会（104日間）

・（一社）日本学生サーフィン連盟 <NSSA> 主催大会 全試合

・ワールドサーフィンリーグ <WSL> 2014年～

・オリンピックサーフィン強化合宿 全試合

・世界サーフィン連盟 <ISA>

2017年世界ジュニアサーフィン選手権大会（日向）

2018年世界サーフィン選手権大会（伊良湖）

2019年世界サーフィン選手権大会（木崎浜）
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◆海上（水上）催事にての海上（水上）警備安全管理（ウォーターパトロール）の今までの実績

・（一社）日本プロボディボード連盟 ＜JPBA＞

・世界ボディボード選手権大会 ＜APB＞

・（NPO）日本ウインドサーフィン協会 ＜JWA＞

・日本スタンドアップパドルボード協会 ＜SUPA＞

・日本プロカイトボーディング協会 ＜JPKA＞

・東京2020組織委員会 オリンピックテストイベント ＜READY STEADY TOKYO＞

サーフィン（志田下）

・第1回ジャパンオープンオブサーフィン

・第2回ジャパンオープンオブサーフィン

その他

★サーフィン系の大会では600日以上の活動実績



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆ 2020年度とこれまでの事業実績紹介◆

１７

◆海上（水上）催事にての海上（水上）警備安全管理（ウォーターパトロール）の今までの実績

・横浜国際トライアスロン大会

・MOTOR and SURF SCRAMBLE ワールドチャンピオンズリーグ ＜ IFWA ＞

・早慶レガッタ大会（隅田川）

・鋸南アクアスロン大会

・勝浦SUPチャレンジ

・レッドブルエアレース（幕張）

・全日本ワブズン選手権大会 主催:西日本ジェットスポーツ連盟

（全日本ジェットフリースタイルGAMES 2019）

・ X-CUBE CUP ウェイクサーフィン大会

・江戸川花火大会

・江戸川水フェスタ

・みさと船着場フェスティバル



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆ 2020年度とこれまでの事業実績紹介◆

１８

◆海上（水上）催事にての海上（水上）警備安全管理（ウォーターパトロール）の今までの実績

・隅田川安全航行パレード

・ピカチュー大量発生みなとみらい 水上警備安全管理

・VS嵐 撮影協力

・ヒロシマSUPマラソン

・茨城ボートフェアさわらマリンフェスタ

・FUN TO RIDE 試乗会

・東京2020組織委員会 オリンピックテストイベント ＜READY STEADY TOKYO＞

セーリング（江の島沖）

その他



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆ 2020年度とこれまでの事業実績紹介◆

１９

◆2020年度海上（水上）催事にての海上（水上）警備安全管理（ウォーターパトロール） 参加機関

参加シーバード名 人数

1 広島 太田川 7

2 浜田 3

3 御前崎 1

4 葉山 2

合計 13

参加公務救難機関名 人数

1 戸田市消防本部 4

2 山武郡市広域行政組合消防本部 7

3 館林地区消防組合 5

4 稲敷広域消防本部いなほ消防署 1

5 第三管区海上保安本部 2

6 児玉郡市広域消防本部 中央消防署 3

7 平塚市消防署 3

8 匝瑳市横芝光町消防組合消防本部 3

9 太田市消防本部大泉消防署 2

10 埼玉県南西部消防本部 3

11 千葉県警察本部地域部水上警察隊 3

合計 36

その他参加者 60名



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆ 2020年度（2020年4月～12月現在）とこれまでの事業実績紹介◆

２０

◆2020年度海上（水上）催事にての海上（水上）警備安全管理（ウォーターパトロール） 警備内容詳細

実施日 大会名 場所 主催

1 7月5日 53th マーボーロイヤルKJカップ 2020 辻堂海岸 マーボーロイヤル

2 9月6日 X-CUBE CUP 2020 千葉県市川市 X-CUBE WAKESURF ACADEMY

3 9月20日
ジャパンジェットフリースタイル

エルインターナショナルマリンカップ 2020
ボートパーク広島 西日本ジェットスポーツ連盟

4

10月12日

ショートボード・ロングボード特別戦
さわかみチャレンジシリーズ鴨川

千葉県鴨川市東条海岸 一般社団法人日本プロサーフィン連盟（JPSA)

10月13日

10月14日

10月15日

10月16日

5 10月25日
ジャパンジェットフリースタイル

エルインターナショナルマリンカップ 2020
ボートパーク広島 西日本ジェットスポーツ連盟

6

10月31日

第2回ジャパンオープンオブサーフィン 千葉県一宮町釣ヶ崎海岸 一般社団法人日本サーフィン連盟（NSA)
11月1日

11月2日

11月3日

7
11月14日

第28回ジュニアオープンサーフィン選手権大会 2020 千葉県南房総市千倉海岸 一般社団法人日本サーフィン連盟（NSA)
11月15日

8 12月6日 第49回秋季全日本学生サーフィン選手権 千葉県鴨川市東条海岸 一般社団法人日本学生サーフィン連盟(NSSA)



◆ 2020年度サーフィン大会ウォーターパトロール

JPSA特別戦(左)
NSA第28回ジュニアオープンサーフィン選手権大会(中央)
第2回ジャパンオープンオブサーフィン(右)

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association

２１



◆2020年度海上（水上）催事にての海上（水上）警備安全管理（ウォーターパトロール）

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association

２２

・53th マーボーロイヤルKJカップ(左)
・X-CUBE CUP(中央)
・ジャパンジェットフリースタイル

エルインターナショナルマリンカップ 2020(右) 



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆ 2020年度と今までの事業実績紹介◆

２３

◆2020年度長距離操船訓練 実施内容と参加機関

参加シーバード名（発足予定も含） 人数

1 御前崎 1

合計 1

参加公務救難機関名 人数

1戸田市消防本部 3

2埼玉県南西部消防本部 8

3稲敷広域消防本部いなほ消防署 1

4児玉郡市広域消防本部 1

5千葉県警察本部地域部水上警察隊 1

6横浜市南消防団 1

7山武郡市広域行政組合消防本部 5

8市川市消防局 2

9平塚市消防署 1

10太田市消防本部大泉消防署 １

合計 24

その他参加者 47名

実施日 実施内容 詳細

1 6月14日 東京湾河川水路パトロール

・航行不能船舶への援助
(ゴミ詰まりやエンジントラブル等)
・ローカルルールやマナーの啓発
・各種問い合わせ対応
(マリーナや目的地までの航路照会等)

※東京海上保安部/横浜海上保安部/警視庁と
連携し実施

2 6月28日 東京湾河川水路パトロール

3 7月23日 東京湾河川水路パトロール

4 7月24日 東京湾河川水路パトロール

5 8月1日 横浜港接続河川水路パトロール

6 8月2日 横浜港接続河川水路パトロール

7 8月8日 東京湾河川水路パトロール

8 8月9日 東京湾河川水路パトロール

9 8月10日 東京湾河川水路パトロール

10 8月22日 横浜港接続河川水路パトロール

11 8月23日 横浜港接続河川水路パトロール

12 8月29日 東京湾河川水路パトロール

13 8月30日 東京湾河川水路パトロール

14 9月12日 横浜港接続河川水路パトロール

15 9月13日 横浜港接続河川水路パトロール

16 9月19日 東京湾河川水路パトロール

17 9月20日 東京湾河川水路パトロール

18 9月26日 東京湾河川水路パトロール

19 9月27日 東京湾河川水路パトロール

20 10月25日 東京湾河川水路パトロール

21 3月27日 目黒川集中警備対応

合計 21回



◆2020年度長距離操船訓練

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association

２４

横浜湾パトロール 4回
東京湾パトロール 17回
合計 21回



◆災害救助協力対応実績

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association

２５

千葉県警察本部災害対策本部より救助協力をオフィシャルな立場で要請を受け出動
・2019年10月13日台風19号
・2019年10月26日台風21号



◆災害救助協力対応実績

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association

２６

千葉県警察本部災害対策本部より救助協力をオフィシャルな立場で要請を受け出動
・2019年10月13日台風19号
・2019年10月26日台風21号

千葉県茂原警察署より感謝状を拝受



◆水上安全に関する警察活動協力に対し千葉県警察本部水上警察隊より感謝状を拝受

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association

２７



◆2020年2月27日 第八管区海上保安部と「水上バイクによる災害時の協力活動に関する協定」を締結

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association

２８



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆ 2020年度とこれまでの事業実績紹介◆

２９

◆2020年度各種会議

会議日 場所 詳細

5/27 神奈川県 A-PLACE馬車道３階会議室 関東小型船舶安全協会総会

6/6 千葉県 市川市MGマリーン３階講堂 江戸川水上スポーツ協議会理事会・定例会議

6/9 WEB会議 日本財団との会議

6/11 WEB会議 JPSA（日本プロサーフィン連盟）会議

6/15 東京都 城山トラストタワー27階 海上保安庁との会議

6/23 神奈川県 神奈川県庁 神奈川県予算に関する会議

7/9 神奈川県 A-PLACE馬車道３階会議室 関東小型船舶安全協会 打ち合わせ会議

7/11 千葉県 市川市商工会議所３階会議室 江戸川水上スポーツ協議会総会

7/22 東京都 城山トラストタワー27階 海上保安庁警備救難課との会議

8/12 千葉県警察との会議

9/1
神奈川県 日本海洋レジャー安全・振興
協会3階大会議室

NSA公認指導員講習会会議

9/28 千葉県 MGマリーン３階講堂 千葉県水上警察隊との会議

10/9 海上保安庁安全対策課との会議

10/19 WEB会議 日本財団との会議

11/5-6 福岡県 ホテル日航福岡 シーバードジャパンJETカレッジ2020

会議日 場所 詳細

11/30 千葉県 U4サーフ
JPSA（日本プロサーフィン連盟）メディカルチーム
との打ち合わせ会議

1/21 シーバードプロジェクト会議



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆活動を支えるもの◆

３０

◆公務救難機関との合同訓練

2020年実施訓練

・江戸川にて、千葉県市川市消防局高度救助隊および同局水難救助隊との合同水難救助訓練

・利根川にて、群馬県利根川上流消防機関との合同水難救助訓練

・浜名湖にて、静岡県湖西市消防本部との合同水難救助訓練

・江戸川にて、警視庁水上オート部隊（WRT）との合同水難救助訓練

・江戸川および千葉県釣ヶ崎海岸にて、千葉県警察本部機動隊との合同水難救助訓練

・御前崎にて、静岡県警察、海上保安庁、近隣消防本部との合同水難救助訓練

・千葉県白里海岸にて、山武郡市広域行政組合消防本部との合同水難救助訓練

※平成28年9月29日 千葉県市川市警察本部より合同災害警備総合訓練において

感謝状を授与

各公務救難機関との連携回数が複数年継続している。



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆活動を支えるもの◆

３１

◆研究と研修

2019年度はハワイより「HAWAIIAN LIFEGUARD」のTaku Horie氏、

「HAWAIIAN WATER PATROL」のKamalani Ahue氏を日本にお招きし、

当協会手技を共に検証いただき、実際に我々が対応を行っているウォーターパトロールの

現場に入っていただきました。

毎年ハワイからお越しいただき、研究と研修を行っております。



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆活動を支えるもの◆

３２

◆資機材

水上オートバイ 本部9艇 全国53拠点のシーバード艇

ATVバギー 2台（本部・九州宮崎）

牽引車両 3台（本部）

牽引トレーラー ダブルトレーラー2台／普通トレーラー3台（ATVバギー含）／軽トレーラー1台

レスキュースレッド 本部9枚

レスキューボード 2枚（ハード・インフレータブル）

ランチャーセット（タイヤ等） 2組

講習用ヘルメット、ライフジャケット 各20

シーバー 20台

ATVバギー用ラダー 1組

上下架・ビーチ用レール 1組

その他



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆活動を支えるもの◆

３３

◆広報力

●2020年報道各社

群馬テレビ、静岡新聞、新潟日報、中日新聞、テレビ埼玉

●2020年協力企業・団体

シーバード千代田、埼玉県内消防本部、群馬県内消防本部、赤岩渡船場、シーバード佐渡、佐渡市消防本部、沢根漁港
浜名湖、新居弁天海水浴場、マリンパーク御前崎、シーバード御前崎、シーバード掛川、シーバード相良、静岡県内消防本部、
渚の交番御前崎、MGマリーン、海上保安庁、東京海上保安部、警視庁、KMC横浜マリーナ、横浜海上保安部、
神奈川県警察本部、横浜水上警察署、国土交通省荒川下流河川事務所、霞ヶ浦、茨城県内消防本部、千葉県内消防本部、
一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会大分支部・島根支部・静岡支部・愛知支部・宮崎支部

名称順不同・敬称省略



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆活動を支えるもの◆

３４

◆広報力

●2020年報道資料



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会

◆活動を支えるもの◆

３５

◆広報力

その他各種報道あり



◆2020年度新規事業活動

一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
Water Risk Management Association

３６

・WRMA部会、支部会の発足
・公式LINE開設
・YouTube開設
・WEBセミナー開始
など



一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
◆水上オートバイ救助法の広がりについて

３７

近年、必ずと言っていいほど日本全国で発生する水害等自然災害におきまして、その水難救助法の多様化と技術の更新向上は国民の命

を守るうえで喫緊の課題となっております。東日本大震災、広島豪雨災害等では民間の水上オートバイによる救助協力で

多くの国民の命が救われた事実もあり、この救助手法は今まで人力や一般船舶では対応が困難であった水難・海難・水害救助事例に対し

優れた効果がある手法として消防機関を中心に公務救難機関や民間救助団体において粛々と救助用水上オートバイの導入が進んでおります。

※アメリカ／ハワイ州をはじめ欧米諸国ではすでに救助ヘリコプターと同様、慣例的救助手法として確立されています。

そのような情勢の中において、2009年より水上オートバイレスキュー法資格として本会より発行させていただいております

水上オートバイ救助法の資格は大半が消防官・警察官・海上保安官という公務救難機関従事者の方々に受講いただいております。

◎公務救難機関従事者受講者数：2,163名（2020年度末時点）


